
28北海道自治研究 ２０２３年７月（Ｎo.654）

地
理
学
・
地
政
学
か
ら
見
た
北
海
道

押　

谷　
　
　

一

外
圧
を
背
景
に
、
内
政
体
制
も
大
き
く
変
わ
り
、
一
七
世

紀
初
頭
か
ら
約
二
六
〇
年
続
い
た
幕
藩
体
制
が
廃
さ
れ
、

天
皇
親
政
を
特
徴
と
す
る
近
代
国
家
体
制
へ
と
転
換
す
る

時
期
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
同
時
に
起
き

た
の
は
、
内
政
的
に
も
、
諸
外
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、

蝦
夷
地
・
北
海
道
が
地
理
学
的
・
地
政
学
的
視
点
か
ら
非

常
に
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
明
確
に
認
識
さ
れ
始
め
た
か

ら
で
す
。

  

こ
う
し
た
前
提
に
立
ち
、
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
で

は
こ
の
間
、
北
海
道
あ
る
い
は
北
海
道
の
自
治
の
近
現
代

史
を
、
地
理
学
・
地
政
学
の
視
点
も
意
識
し
な
が
ら
、
歴

史
的
な
事
実
を
把
握
し
、
課
題
を
整
理
す
る
作
業
を
進
め

て
き
て
い
ま
す
。
本
学
習
会
で
は
「
北
海
道
の
地
理
的
状

況
と
地
政
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
こ
の
北
海
道

と
い
う
土
地
に
備
わ
っ
て
い
る
地
理
的
条
件
に
つ
い
て
、

「
地
理
学
」
と
「
地
政
学
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
見

て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
し
う
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

  

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
の
設
置
す
る

「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」
は
、
北
海
道
の
近
現
代
史

を
多
角
的
な
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
調
査
・
研
究
を
す
る

と
い
う
目
的
の
も
と
、
北
海
道
命
名
一
五
〇
年
の
節
目
を

迎
え
た
二
〇
一
九
年
度
か
ら
活
動
を
始
め
、
以
降
、
道
内

各
地
の
史
跡
等
の
現
地
視
察
や
、
学
習
会
の
開
催
な
ど
を

柱
に
、す
で
に
四
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

本
日
は
第
九
回
目
の
学
習
会
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、「
地
政
学
」
と
い

う
視
点
で
す
。
私
自
身
、
か
つ
て
本
誌
（
二
〇
二
〇
年
七

月
号
）
に
「
北
海
道
の
自
治
に
関
す
る
地
政
学
的
視
点
か

ら
の
論
考
」
と
い
う
小
論
を
寄
稿
し
、
こ
こ
で
こ
の
地
政

学
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

地
政
学
は
地
理
学
の
一
分
野
で
す
。
地
理
学
は
そ
も
そ

も
、地
球
上
の
表
面
に
存
在
す
る
地
形
や
様
々
な
物
事
を
、

人
間
の
営
み
や
歴
史
も
含
め
て
関
わ
り
を
整
理
し
説
明
す

る
学
問
で
す
。
そ
し
て
、
一
口
に
地
理
学
と
い
っ
て
も
、

い
く
つ
か
の
下
位
分
野
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
一
分
野

で
あ
る
政
治
地
理
学
は
、
地
政
学
の
名
で
近
年
あ
ら
た
め

て
特
に
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
政
学

と
い
う
言
葉
は
地
理
学
に
政
治
学
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
特
に
国
際
的
な
政
治
情
勢
を
対
象
と
し
て
扱
い

ま
す
。
例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
り
現
在
も
続

い
て
い
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ
い
て
も
、

そ
の
侵
攻
の
動
機
に
は
地
政
学
的
な
思
考
が
働
い
て
い
る

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
の
設
置
は
、先
述
の
と
お
り
、

北
海
道
命
名
一
五
〇
年
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
北
海
道

は
約
一
五
〇
年
前
、一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
八
月
ま
で
、

江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
の
も
と
、
蝦
夷
地
な
ど
と
呼
ば
れ

る
異
国
の
地
で
し
た
が
、
明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）
か

ら
程
な
く
北
海
道
と
命
名
さ
れ
、
日
本
の
領
土
に
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
一
八
五
〇
～
六
〇
年
代
と

い
う
時
期
は
、
欧
米
の
諸
外
国
か
ら
の
開
国
要
求
と
い
う

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
９
回
学
習
会
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１
．
地
理
学
と
は
ど
う
い
う
学
問
か

　

地
理
と
い
う
科
目
は
、
小
中
学
校
で
は
社
会
科
の
中
で

そ
の
一
端
を
地
図
を
通
し
て
学
ぶ
ほ
か
、
高
校
で
は
、
日

本
史
、
世
界
史
、
政
経
と
と
も
に
社
会
科
の
選
択
科
目
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
長
く
選

択
科
目
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
地
理
で
す
が
、昨
春（
二

〇
二
二
年
度
）
よ
り
「
地
理
総
合
」
と
い
う
名
称
で
高
等

学
校
の
必
修
科
目
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
地
理
（
学
）

の
必
修
化
の
背
景
に
は
、
地
理
学
と
い
う
学
問
の
持
つ
価

値
が
、
社
会
や
生
活
の
状
況
の
変
化
を
受
け
て
、
再
認
識

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
理
学
と
い
う
学
問
は
、
地
球
上
で
行
わ
れ
て
い
る
人

間
の
諸
活
動
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
探
求
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
出
国
と
政
治
の
関
わ

り
、
異
常
気
象
や
地
球
温
暖
化
と
産
業
や
生
活
と
の
関
わ

り
、
自
然
と
人
の
行
動
の
関
わ
り
、
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

生
活
や
産
業
活
動
の
場
と
な
る
地
域
の
特
徴
に
よ
っ
て
、

人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で

す
。
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
関
わ
る
事
柄
で
地
理
学
に

関
係
し
な
い
も
の
は
な
く
、
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

（
地
球
的
な
視
座
）
で
地
理
学
的
な
事
実
を
理
解
す
る
こ

と
が
個
々
人
の
生
活
や
経
済
に
お
い
て
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
地
球
上
の
状
況
や

課
題
を
発
見
し
、
整
理
す
る
た
め
に
は
、
地
理
的
な
視
点

は
非
常
に
重
要
で
す
。
自
然
現
象
と
人
間
の
様
々
な
真
実

と
相
互
作
用
、
自
然
と
文
明
・
文
化
と
の
結
び
つ
き
、
人

間
と
人
間
の
関
係
に
関
す
る
現
状
や
課
題
を
解
明
す
る
た

め
の
学
問
が
地
理
学
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

地
理
学
は
自
然
科
学
と
人
文
科
学
の
両
方
に
近
接
し
て

い
る
と
い
う
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
、
人
間
と
自
然
（
生
態
系
）
に
ま
た
が
っ
た
生
態
学

（
環
境
学
）
な
ど
が
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
や
、
社
会

学
、
経
済
学
、
工
学
、
医
学
な
ど
の
既
存
分
野
に
お
い
て

も
自
然
科
学
、
人
文
社
会
学
と
い
う
区
分
の
垣
根
は
な
く

な
り
、
他
の
領
域
と
複
合
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
自
然
科
学
と
人
文
科
学
へ
の
近
接
性
と
い
う
特

徴
は
、
も
は
や
地
理
学
だ
け
が
独
占
す
る
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
問
分
野
的
に
は
地

理
学
は
い
わ
ば
「
絶
滅
危
惧
種
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
と
し
て
は
こ
の
学
問
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
食
べ

物
の
嗜
好
、
信
仰
、
政
治
な
ど
、
人
類
の
文
化
は
多
く
の

要
素
が
絡
み
合
っ
て
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
探
求
の
対

象
と
す
る
地
理
学
も
あ
ら
ゆ
る
こ
と
と
関
係
し
う
る
幅
の

広
さ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

２
．
近
代
地
理
学
の
確
立
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

　

⑴　

発
展
の
原
動
力
と
プ
ロ
セ
ス

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
世
界
各
地
の
状
況
を
実
際
に
自

分
の
目
で
見
て
、様
々
な
人
々
と
話
を
聞
く
作
業（
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
）
が
新
た
な
発
見
を
獲
得
さ
せ
、
そ
の
蓄
積

の
上
に
地
理
学
と
い
う
学
問
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
原
動
力
は
、
人
間
の
持
つ
好
奇
心
や
冒
険
心
、
食
欲
な

ど
の
欲
望
に
よ
り
ま
す
。
好
奇
心
や
欲
望
を
満
た
す
た
め

に
地
理
学
と
い
う
学
問
分
野
は
つ
く
ら
れ
、「
地
図
を
作
成

す
る
こ
と
」
と
「
地
域
の
状
況
を
記
述
す
る
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
場

所
の
こ
と
を
正
確
に
知
覚
し
、
世
界
を
よ
く
知
ろ
う
と
す

る
こ
と
は
人
間
の
本
能
で
す
。
一
四
世
紀
に
ア
ラ
ブ
世
界

で
活
躍
し
た
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
（Ibn Battuta 

1304-69

）
は
、「
旅
行
に
固
執
す
る
精
神
、
鳥
が
巣
を

見
捨
て
る
よ
う
に
、
私
は
住
居
を
捨
て
た
」
と
い
う
言
葉

を
遺
し
て
い
ま
す
が
、
今
い
る
生
活
の
場
か
ら
飛
び
立
っ

て
い
く
こ
と
が
人
間
の
本
質
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
解

し
ま
す
。

　

地
理
学
は
人
間
が
世
界
的
空
間
へ
の
認
識
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
に
伴
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
を
遡
れ
ば
、
古
代
文
明
の
時
代
に
は
、
例
え
ば
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
ホ
メ
ロ
ス
（H

om
er

）
の
よ
う
に
、

遠
く
高
い
山
の
向
こ
う
や
大
海
の
果
て
に
は
巨
人
や
巨
大

な
タ
コ
な
ど
の
怪
物
が
い
る
と
語
る
な
ど
、
ま
だ
見
ぬ
世

界
を
叙
事
詩
（
物
語
）
と
し
て
描
く
と
い
う
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
は
地
中
海
の
航
行

が
、
ア
ラ
ブ
世
界
で
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
交
易
に
よ
っ
て
地

域
を
結
び
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ

て
も
、
大
部
分
の
人
々
は
農
業
空
間
、
す
な
わ
ち
、
地
平

線
で
区
切
ら
れ
た
狭
い
村
落
世
界
を
自
ら
の
世
界
と
し
て

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
態
を
脱
し
、
人
間
が
世
界
的
空
間
へ
の
認

識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が
帆
船
を
改
良
し
、
羅
針
盤
を
発
明

し
て
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
、
海
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の
向
こ
う
の
未
知
の
世
界
に
向
か
っ
て
乗
り
出
し
て
行
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
大
航
海
時
代
と
呼
ば
れ
る
こ
の
時

期
は
一
七
世
紀
半
ば
頃
ま
で
続
き
、
こ
の
間
に
大
規
模
な

航
海
と
征
服
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
動
機
は
、
歴
史
学
の

見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
知
識
欲
と
い
う
よ
り
は
、
金
銭
欲
、

宗
教
的
伝
道
、
冒
険
心
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以

降
、
獲
得
し
う
る
食
料
の
種
類
・
量
が
増
大
し
、
人
口
が

飛
躍
的
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、人
々
が
社
会
を
形
成
し
、

指
導
者
が
登
場
し
て
政
治
が
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
近
代
以
降
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
産
業

革
命
が
起
き
、
輸
送
手
段
の
拡
大
も
あ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
が
急
速
に
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
地
理
学
は
、
離
れ
離

れ
の
民
族
や
大
陸
や
島
々
を
結
ぶ
知
識
と
経
済
に
よ
っ
て

発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
と
り
わ
け
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
に
よ
る
文
字
、
紙
、
印
刷
技
術
な
ど
の
技
術
の
発

明
な
ど
が
地
理
学
の
発
展
を
支
え
ま
し
た
。

　

⑵　

学
問
と
し
て
の
大
系
化
へ
の
助
走
（
一
八
～
一
九

　
　

世
紀
）

　

一
八
世
紀
に
な
る
と
、
ハ
ワ
イ
諸
島
に
到
達
し
た

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
（Jam

es Cook 1728-79

）
な

ど
の
探
検
家
た
ち
が
活
躍
し
た
時
代
で
す
が
、
こ
の
頃
に

地
球
的
規
模
の
空
間
の
中
に
人
間
を
置
く
地
理
学
が
発
展

し
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（Im

m
anuel K

ant 1724-1804

）

は
、
実
は
自
然
地
理
学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
歴
史

学
は
時
間
に
関
し
て
前
後
し
て
起
こ
っ
た
出
来
事
に
か
か

わ
る
。
地
理
学
は
空
間
に
関
し
て
同
時
に
起
こ
る
現
象
に

関
わ
る
」
と
し
、
地
理
学
を
「
事
実
を
空
間
関
係
、
立
地
、

広
が
り
の
な
か
で
と
ら
え
る
研
究
」
と
定
義
し
て
い
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、こ
の
時
代
に
は
、太
陽
や
星
の
角
度
に
よ
っ

て
緯
度
を
計
測
す
る
六
分
儀
や
、
経
度
を
計
算
す
る
た
め

に
重
要
な
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
（
高
精
度
時
計
）
な
ど
が
発

明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
航
海
は
冒
険
か
ら
緻
密
な
計
画

に
基
づ
く
行
為
に
変
化
し
ま
し
た
。

　

一
九
世
紀
に
入
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
軍
人
、
宣
教

師
、
学
者
、
冒
険
者
と
い
っ
た
多
く
の
人
々
が
ア
フ
リ
カ

大
陸
や
ア
ジ
ア
へ
と
実
際
に
赴
き
、
各
地
域
の
状
況
を
詳

細
に
調
査
し
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
目
的
に
は

植
民
地
分
割
の
準
備
を
進
め
る
た
め
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
し
た
。

  

こ
う
し
た
状
況
下
、
従
前
は
冒
険
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
航
海
や
探
検
は
、
自
然
現
象
に
関
わ
る
数
多
く
の
学
問

領
域
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
据
え
ら
れ
、
学
者
や
専

門
家
に
よ
る
科
学
的
遠
征
へ
と
変
容
し
て
い
き
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
新
た
な
発
見
の
場
所
に
行
く
た
め
の
航
路
や

手
段
を
他
者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
正
確
な
地

図
の
作
製
や
文
章
記
録
の
作
成
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
探
検
家
と
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
横

断
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト

ン
（D

avid Livingstone 1813-73

）、
初
め
て
南
極
点

へ
の
到
達
に
成
功
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ロ
ア
ー
ル
・
ア
ム

ン
セ
ン
（Roald Engelbregt G

ravning Am
undsen 

1872-1928

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
一
九
世
紀
後
半
に
至
っ
て
、
科
学
と
し
て
の

地
理
学
が
体
系
化
さ
れ
、
明
確
に
な
り
ま
す
。
地
理
学
の

体
系
化
に
尽
力
し
た
学
者
と
し
て
は
、「
近
代
地
理
学
の

祖
」
と
さ
れ
る
以
下
の
二
名
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
目
は
、
ド
イ
ツ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン

ボ
ル
ト
（A

lexander von H
um

boldt 1769-1859

）

で
す
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は
一
八
四
五
年
か
ら
一
八
五
八
年
に

か
け
て
著
し
た
『
コ
ス
モ
ス
』（
全
四
巻
）
と
い
う
論
文

集
で
、
科
学
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
自
然
現
象
と
人
文

的
な
諸
活
動
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

二
人
目
は
同
じ
く
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー（Carl 

Ritter 1779-1859

）
で
す
。
リ
ッ
タ
ー
は
『
地
理
学
』

と
い
う
著
書
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
哲
学
的
な

視
点
か
ら
、
環
境
と
環
境
を
変
え
う
る
人
間
の
関
係
、
現

実
の
世
界
を
理
解
す
る
た
め
に
歴
史
的
・
社
会
的
事
実
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

⑶　

地
理
学
の
確
立

　

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
前
出
の
フ
ン
ボ
ル
ト
や
リ
ッ

タ
ー
の
功
績
を
基
に
、「
地
理
学
」
と
い
う
学
問
分
野
の

定
義
・
体
系
化
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
理
学
は
英
語
で
は
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（geography

）

と
言
い
ま
す
。
言
葉
の
構
成
か
ら
言
え
ば
「
地
表
で
起
き

て
い
る
現
象
を
描
く
こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。
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た
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
世
紀
後
半
に
は
、
世
界
大
戦
こ
そ
起
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
植
民
地
と
さ
れ
て
い
た
国
々

の
独
立
、
米
ソ
冷
戦
、
ソ
連
の
崩
壊
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

鉱
物
な
ど
の
確
保
の
た
め
の
（
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

基
づ
く
）
軍
事
行
動
な
ど
の
出
来
事
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
史
あ
る
い
は
北
海
道
史
に
引
き
つ
け
て
見
る
と
、

明
治
維
新
・
北
海
道
命
名
か
ら
一
五
〇
年
（
一
八
六
九
～

二
〇
一
九
年
）
の
期
間
で
、
ち
ょ
う
ど
半
分
（
七
五
年
）

の
時
期
に
ほ
ぼ
重
な
る
の
が
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
時

期
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
歴
史
学
の
時
代
区
分
に
お
い
て
近

代
と
現
代
を
分
け
る
の
も
こ
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦

前
後
で
す
。
日
本
史
を
明
治
維
新
・
北
海
道
命
名
か
ら
一

五
〇
年
と
い
う
時
代
区
分
で
見
れ
ば
、
前
半
は
日
本
が
国

と
し
て
近
代
化
に
成
功
し
た
時
代
、
後
半
は
敗
戦
後
の
現

代
史
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

⑵　

二
〇
世
紀
前
半
の
地
理
学

　

二
〇
世
紀
前
半
期
の
地
理
学
の
動
向
を
振
り
返
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
前
出
の
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
が
ベ

ル
リ
ン
大
学
に
招
聘
さ
れ
て
地
理
学
を
講
義
し
て
い
た
の

が
一
八
二
〇
年
か
ら
死
没
す
る
一
八
五
九
年
ま
で
で
す

が
、
リ
ッ
タ
ー
は
こ
の
時
期
、
士
官
学
校
で
も
地
理
学
の

講
義
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
理
学
が
軍
事
学
の
一
分
野

と
し
て
も
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

軍
事
学
の
一
環
と
し
て
地
理
学
は
重
要
で
あ
る
と
の
認

　

そ
の
定
義
・
目
的
は
、
地
球
表
面
部
の
物
理
現
象
、
自

然
現
象
、
人
類
活
動
を
総
合
的
に
研
究
す
る
学
問
分
野
で

あ
る
と
さ
れ
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
総
体
的
な
特

徴
と
し
て
、
自
然
科
学
分
野
の
地
球
科
学
、
生
態
学
、
気

象
学
、
地
質
学
、
地
形
学
、
水
文
学
な
ど
、
人
文
社
会
科

学
分
野
の
歴
史
学
、
社
会
学
、
政
治
学
、
経
済
学
な
ど
と

隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

下
位
分
野
と
し
て
は
、
ま
ず
「
系
統
地
理
学
」
と
「
地

誌
」
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
さ
ら
に
「
人
文
地
理

学
」
と
「
自
然
地
理
学
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
人
文
地
理

学
で
は
人
口
、
集
落
、
都
市
、
経
済
、
政
治
、
民
族
、
交

通
な
ど
を
、
自
然
地
理
学
で
は
地
図
、
気
候
、
地
形
、
海

洋
、
水
文
な
ど
を
、
地
誌
で
は
地
域
ご
と
の
自
然
・
文
化
・

産
業
立
地
の
特
徴
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
扱
い
ま
す
。

３
．
地
理
学
か
ら
地
政
学
が
派
生
す
る
背
景

　

⑴　

二
〇
世
紀
の
時
代
状
況

　

二
〇
世
紀
を
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
を
迎
え
た
一
九

四
五
年
で
前
・
後
半
に
分
け
る
と
、
前
半
は
帝
国
主
義
国

家
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
拡
大
や
侵
略
が
続
き
、
世
界
各

地
で
幾
度
も
戦
争
が
勃
発
す
る
な
ど
、
前
世
紀
ま
で
と
は

比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
激
動
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
世
紀
前
半
が
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
な
っ
た

前
提
と
し
て
、
一
九
世
紀
に
地
球
上
の
地
理
学
的
な
現
象

が
ほ
ぼ
全
て
把
握
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
諸
国
が
ア

ジ
ア
な
ど
世
界
各
地
へ
進
出
し
て
い
く
足
掛
か
り
に
な
っ

識
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
し

た
。
特
に
戦
争
が
起
き
た
場
合
、
敵
国
の
様
子
を
把
握
す

る
た
め
の
地
図
の
読
図
、
地
理
学
的
知
識
の
修
得
は
軍
事

的
に
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に
地
政
学
と
い
う
視

点
は
、
軍
事
侵
略
的
な
色
合
い
が
強
く
、
第
二
次
世
界
大

戦
時
に
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
侵
略
行
為
に
正
当
性
を
与

え
る
役
割
を
担
う
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

４
．
地
政
学
と
は
何
か

　

⑴　

地
政
学
の
本
旨

　

地
政
学
は
大
き
く
は
英
米
系
地
政
学
と
大
陸
系
地
政
学

の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
英
語
で
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
（geopolitics

）、
後
者
は
ド
イ
ツ
語
で
ゲ
オ
ポ
リ

テ
ィ
ー
ク
（G

eopolitik

）
と
い
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
地

理
学
（geography

）
に
政
治
学
（politics

）
を
掛
け

合
わ
せ
て
便
宜
的
に
つ
く
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
特
に
地

理
的
な
条
件
に
注
目
し
て
、
軍
事
や
外
交
と
い
っ
た
国
家

戦
略
、
国
同
士
の
関
係
な
ど
の
政
治
的
問
題
を
分
析
、
考

察
す
る
学
問
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
理
学
の
下

位
分
野
で
は
人
文
地
理
学
の
中
の
政
治
地
理
学
に
最
も
近

接
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
国
際
関
係
に
着
目
す
る
も
の
で

あ
り
、
従
来
の
国
際
関
係
論
あ
る
い
は
国
際
経
済
学
の
領

域
の
進
化
形
と
も
言
え
ま
す
。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
地
政
学
は
一
九
世
紀
後

半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
形
成
さ
れ
、
戦
前
期
や

戦
時
下
で
は
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
な



32北海道自治研究 ２０２３年７月（Ｎo.654）

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
表
現
し
、
こ
の
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
制
し

た
国
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
支
配
者
で
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
あ
る
ロ
シ
ア
（
ロ
シ
ア
帝
国
、
ソ

連
、
ロ
シ
ア
共
和
国
）
は
、
寒
冷
な
気
候
帯
に
属
す
る
国

土
の
大
半
が
農
耕
の
困
難
な
土
地
で
あ
る
た
め
、
食
料
や

資
源
を
求
め
て
西
や
南
へ
の
膨
張
を
志
向
し
続
け
て
お

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ど
に
対
し
て
脅
威
で
あ
り
続
け

て
い
ま
す
。
現
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
目
的
も
こ
う
し

た
文
脈
で
理
解
が
可
能
で
す
。

　

第
四
は
「
リ
ム
ラ
ン
ド
（R

im
 Land

）」
で
す
。
ニ
コ

ラ
ス
・
ス
パ
イ
ク
マ
ン
（N

icholas Spykm
an 1893-

1943

）
の
提
唱
に
よ
る
と
、「
リ
ム
ラ
ン
ド
」
と
は
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
を
包
囲
す
る
周
辺
地
域
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
も
と
に
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
＝
ロ
シ

ア
の
拡
張
を
外
輪
（
リ
ム
）
＝
周
辺
国
家
で
囲
っ
て
防
衛

し
よ
う
と
い
う
構
想
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
疲
弊
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
ソ
連
に

対
抗
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
を
背
景
に
「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）」
を
誕
生
さ
せ
た
の
も
、

リ
ム
ラ
ン
ド
の
考
え
方
に
基
づ
き
ま
す
。

　

な
お
、
か
つ
て
は
ソ
連
の
構
成
国
の
一
つ
で
あ
り
、
隣

接
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
し
ま
う
こ

と
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
自
ら
の
拡
大
を
抑
止
す
る
リ

ム
ラ
ン
ド
の
強
化
を
意
味
し
、
こ
の
こ
と
自
体
が
ロ
シ
ア

に
と
っ
て
は
領
域
を
侵
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
支
配
下
に
置
く
た
め
に
、
現
在
軍
事
的
な
侵
攻
を
進
め

て
い
る
の
で
す
。

ど
に
お
い
て
、
自
国
の
利
益
を
拡
張
す
る
た
め
の
方
法
論

的
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
各
国
に
お
い
て

人
口
が
増
加
し
て
い
く
と
、
よ
り
多
く
の
食
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
農
地
や
領
土
の
拡
大
が

必
要
に
な
り
、
植
民
地
の
確
保
や
他
国
へ
の
侵
略
が
必
要

に
な
る
か
ら
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
地
政
学
は
先

述
の
と
お
り
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
侵
略
行
為
と
結
び
つ
き

が
あ
る
と
さ
れ
て
し
ば
ら
く
忌
避
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
現
代
社
会
に
と
っ
て
有

意
義
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、
近
年
は
特

に
英
米
系
地
政
学
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
引
っ
越
し
の
で
き
な
い
隣
人
同
士
」
で
あ

る
日
本
と
中
国
の
間
で
は
、
海
の
領
有
権
を
め
ぐ
っ
て
争

い
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
は
個
人
宅
と
違
い
、
隣
と
の
関

係
が
良
く
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
他
所
に
転
居
す
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
仲
が
悪
い
隣
国
と
の
関
係
を
ど
う
す

る
か
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
は
、「
互
い
の
生
活
・
文
化

を
尊
重
し
て
最
善
の
解
決
策
を
探
る
」
か
、「
欲
望
と
憎

悪
に
よ
っ
て
暴
力
的
に
解
決
す
る
」
か
、
の
二
点
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
地
政
学
は
、
後
者
を
進
め
る
た
め
に
、
他
国

の
領
土
や
資
源
を
支
配
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
理
論
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
忌
避
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

⑵　

地
政
学
（
英
米
系
地
政
学
）
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

英
米
系
地
政
学
の
中
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
言

葉
を
以
下
に
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す

　

第
一
は
「
シ
ー
パ
ワ
ー
（Sea Pow

er

）」
で
す
。
国
家

が
海
洋
を
支
配
し
、
潜
在
的
、
顕
在
的
に
海
洋
を
活
用
す

る
能
力
の
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。
シ
ー
パ
ワ
ー
の
高
い
国
と

し
て
は
、
か
つ
て
の
大
英
帝
国
や
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
国
土
が

海
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
な
条
件
に
拠
っ
て
、

海
洋
に
進
出
し
、
海
洋
を
活
用
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易

で
あ
り
、さ
ら
に
海
軍
力
も
高
い
こ
れ
ら
の
国
々
は
、シ
ー

パ
ワ
ー
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
「
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
（Land Pow

er

）」
で
す
。

か
つ
て
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
、
現
代
で
は
ロ
シ
ア
や
中
国

な
ど
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
い
て
広
大
な
面
積
を
有
す

る
大
陸
国
家
は
、
陸
続
き
の
大
地
に
国
境
を
接
し
て
い
る

周
辺
国
家
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
持
ち
、
領
土
拡
大
を

め
ざ
す
と
き
は
、
高
い
陸
軍
力
を
用
い
て
国
境
を
侵
し
戦

争
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
陸
国
家

の
あ
り
方
を
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
と
い
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
大
陸
国
家
が
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
の
限
界
を
超
え

て
拡
大
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
シ
ー
パ
ワ
ー
の
拡
大
が

不
可
欠
で
す
。
不
凍
港
の
獲
得
を
め
ざ
し
、
近
代
か
ら
現

代
に
続
く
ロ
シ
ア
に
よ
る
黒
海
・
ク
リ
ミ
ア
半
島
お
よ
び

極
東
の
北
海
道
近
海
へ
の
進
出
や
、
近
年
の
中
国
に
よ
る

「
一
帯
一
路
」
構
想
な
ど
は
、
大
陸
国
家
に
よ
る
シ
ー
パ

ワ
ー
の
拡
大
戦
略
と
し
て
理
解
で
き
ま
す
。

　

第
三
は
「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
（H

eart Land

）」
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
地
理
学
者
で
、
英
米
系
地
政
学
の
理
論
的
代

表
者
と
さ
れ
る
ハ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
（Sir 

H
alford John M

ackinder 1861-1947

）
は
、
ロ
シ

ア
帝
国
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
い
て
占
め
る
領
域
を
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が
あ
り
ま
す
。他
の
領
域
を
侵
略
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

地
政
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

北
海
道
周
辺
海
域
、
特
に
北
方
四
島
の
周
辺
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
終
戦
期
の
ソ
連
軍
侵
攻
に
よ
り
今
日
に
至
る

ま
で
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
を
受
け
、
平
和
条
約
の

締
結
、
北
方
領
土
返
還
問
題
と
い
う
国
境
問
題
が
未
解
決

の
ま
ま
続
い
て
い
ま
す
。
北
方
領
土
は
地
政
学
の
視
点
か

ら
以
下
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
日
本
列
島
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
日
本
周
辺
の
地
図
を

南
北
逆
さ
に
し
て
見
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
ロ
シ
ア

や
中
国
と
い
っ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
の
国
に
と
っ

て
は
、
太
平
洋
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
、
千
島
列
島
、
日
本
列
島
、
先
島
諸
島
と
い

う
列
島
の
連
な
り
に
よ
っ
て
蓋
を
被
さ
れ
た
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
出
口
を
塞
が
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

太
平
洋
進
出
に
と
っ
て
邪
魔
な
の
で
す
。
両
国
に
と
っ
て

は
、
太
平
洋
進
出
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
日

本
を
侵
略
し
て
、
日
本
全
土
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
北
海

道
だ
け
で
も
自
国
の
領
土
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
は
ず

で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
を
意
味
す
る
「
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
」
を
日
本
が
受
諾
し
た
直
後
、
ソ
連
が
「
日
ソ
不

可
侵
条
約
」（
一
九
四
一
年
三
月
締
結
）
を
一
方
的
に
破

棄
し
て
当
時
日
本
領
で
あ
っ
た
南
樺
太
や
千
島
列
島
に
侵

攻
し
て
き
た
の
は
、
北
海
道
の
半
分
を
占
領
し
た
い
と
考

え
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
が
黒
海
に
進
出
す

る
拠
点
と
し
て
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
自
国
領
化
を
進
め
て
き

た
ロ
ジ
ッ
ク
や
、
中
国
が
尖
閣
諸
島
や
台
湾
を
領
有
し
た

５
．
日
本
お
よ
び
北
海
道
の
地
政
学
的
な
位
置

　

最
後
に
、
地
政
学
の
視
点
か
ら
日
本
お
よ
び
北
海
道
は

ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
と
い
う
国
は
、
幕
末
期
の
開
国
後
、
四
方
を
海
に

囲
ま
れ
、
南
太
平
洋
ま
で
広
大
な
権
益
を
有
す
る
典
型
的

な
海
洋
国
家
、
シ
ー
パ
ワ
ー
の
国
で
あ
る
と
自
己
認
識
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
～
九

五
年
）
な
ど
を
機
に
中
国
大
陸
に
進
出
（
北
進
）
し
、
満

州
国
の
建
設
（
一
九
三
二
～
四
五
年
）
な
ど
に
よ
り
大
陸

国
家
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
海
洋
国
家
と
し
て
の

拡
大
も
続
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
油
や
、
ビ
ル
マ
（
現

在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の

資
源
確
保
の
た
め
に
南
進
も
並
行
し
て
進
め
ま
し
た
。
こ

う
し
た
な
か
で
、
太
平
洋
戦
略
の
仕
上
げ
と
し
て
中
国
大

陸
の
権
益
の
確
保
を
欲
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
と
戦
う
こ
と

に
な
り
、
太
平
洋
戦
争
（
一
九
四
一
～
四
五
年
）
を
開
戦

し
て
、
こ
れ
に
敗
北
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
の
源
は
、
広
大
な
国
土
と
、

大
西
洋
と
太
平
洋
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
ド
パ

ワ
ー
と
シ
ー
パ
ワ
ー
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
に
一
因
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
強
大
な
陸
軍
と
海
軍
を
同
時
に
維
持

す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、
財
政
的
な
コ
ス
ト
が
か
か

り
す
ぎ
る
状
況
を
生
み
ま
す
。
国
が
海
洋
国
家
と
大
陸
国

家
を
長
期
に
わ
た
っ
て
兼
ね
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う

こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
海
を
越
え
て
日
本
に
攻
め
込

む
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
の
よ
う
に
、
歴
史
か
ら
の
教
訓

い
と
考
え
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
共
通
し
て
い
る
の
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
政
府
の
対
応
を
見
て
私
自

身
が
思
う
の
は
、
地
政
学
的
な
思
考
が
ま
っ
た
く
十
分
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
政
学
の
視
点
を
も
っ
て
周

辺
諸
国
と
の
国
際
関
係
を
見
通
し
て
い
く
姿
勢
は
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
に
対

す
る
日
本
政
府
の
扱
い
は
近
年
、
財
政
的
に
縮
小
傾
向
で

す
が
、
周
辺
諸
国
の
脅
威
あ
る
い
は
資
源
問
題
を
考
え
る

と
き
、
地
政
学
的
な
視
点
を
踏
ま
え
る
か
ど
う
か
で
、
北

海
道
に
対
す
る
見
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
日
本
、
と
り
わ
け
北
海
道
へ
の

軍
事
的
脅
威
を
示
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

安
全
保
障
に
つ
い
て
真
剣
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

ま
す
。
北
海
道
の
地
政
学
的
な
重
要
性
を
、
政
府
は
も
と

よ
り
、
北
海
道
が
自
ら
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。

＜

お
し
た
に　

は
じ
め
・
酪
農
学
園
大
学
名
誉
教
授＞

　

本
稿
は
、二
〇
二
三
年
三
月
二
七
日
に
開
催
し
た
、

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
九
回
学
習
会
の
内
容

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
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